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11月中旬号 大村市政だより (481号〉 昭和41年11月10日

E-孟圃臨画監姐H・
今月は市県民税の矛3期分

と国民健康保険税の分4期

分を納める月です。市民の

みなさん忘れずに早めに納

めてください。
-昭和33年4月22日第三種郵便物認可 園毎月3回1日・10日・20日発行田定価1部5円
圃発行所大村市役所 田編集人総務課長森辰男 .印刷所合同印刷所

昔の人達や、自然が残したものの中に私達の

生活をうるおし、ゆたかにするものがたくさ

んあります。その中で、とくに文化財として

指定されたものとして、市内では "本経寺の

墓碑郡"c写真=上)"大村桜"(写真=左〉
(. ."黒丸踊""キリνタン墓碑""せんざい草
さ郡落" "つくししゃくなげ "c写真=右〉
があります。これらのものは、市民のほこり

として後世に残すよう努力いたしましょう。
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楽祭エ乙
日市民

お
し
ら
せ

口
口
口

駅
前
ア
パ
ー
ト
入
居
者
を
募
集

口
口
口

駅
前
ア
パ

ー
ト
併
設
居
舗

の
六
号
の
入
居
者
を
公
募
し

ま
す
。

ム
使
用
料

ム
保
証
金

一
カ
月
六
千
円

使
用
料
の
五
カ

月
分

ム
入
居
者
資
格

①
住
宅
入
居
等
に
悪
影
響
を

コ
ー

ナ

i

お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い

事
業
を
行
な
う
も
の
で
独

立
し
て
事
業
経
営
の
能
力

を
有
す
る
者

②
過
去

一
カ
年
市
内
で
営
業

し
て
い
る
者

ム
公
募
期
限

十
一
月
十
七
日
ま
で

凸
申
込
要
領

期
限
ま
で
に
建
築
課
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
所
得
税
】
納
税
者

の
声
を
聞
く
旬
聞

が
十

一
月
十
日
か
ら
一
週
間

行
な
わ
れ
ま
す
。
市
内
で
は

十
一
月
十
五
日
に
税
務
相
談

を
商
工
会
議
所
で
午
前
十
時

税

か
ら
四
時
ま
で
行
な
い
ま
す
同
県
税
岡
県
税
で
は
、
従
来

ま
だ
市
内
の
竹
松
納
税
組

市
内
に
移
動
窓
口
を
設
け
て

合
が
優
良
納
税
組
合
と
し

て

い

ま

し

た

が

、
二
期
分
か
ら

表

彰

さ

れ

ま

す

。

自

主

納

税

に

期

待

を

か

け

る

申
告
所
得
税
二
期
分
の
納
こ
と
に
し
ま
し
た
。
二
期
分

期
は
十

一
月
三
十
日
で
す
。

の
納
期
限
は
十

一
月
三
十
日

三歳児の健康相談
身体の発育や精神発達の人聞形成に

とって、 もっとも重要な時期は、三

歳児のころといわれています。

これら三歳児について、総合的な健

康相談ならびに育児指導を行ないま

すので、該当児はもれなく受診して

下さい。

じ>該当児昭和37年11月1日から18
年10月j1日ま でに生れたもの

[>検診内容

(1)発育不良や諸習癖の相談

_ (2)肢体不自由や精神薄弱、視聴力

障害らの早期発見

(3)今後の育児指導

なお、 料金はいりませんが、なるべ

く母親が同行し、 母子手I援を持参し

てください。

い選口
つ挙口
で人口
も名
関簿
覧は
で
口き
口ま
口す

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り

選
挙
人
名
簿
が
執
務
時
間
中

で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
閲
覧

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

今
後
は
補
充
選
挙
人
名
簿
の

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ

一
度
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
で
名
簿
に
登
録
の
有

無
を
確
認
し
、
登
録
も
れ
の

場
合
は
す
ぐ
登
録
申
出
の
手

続
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一

度
名
簿
に
登
録
さ

れ
ま
す
と
、

異
動
が
な

い
限

り
永
久
に
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

さ

央主 福口
同 門 祉口
亡 原
長干門 資口
J町金
νの 口に
さ岡口寄

会員 口付
忌 美

通扇司 三瓦れ可
11月21日i福重 出 張所 I9.30-12.00 

明
に
、
ま
た
法
円
寺
御
詠
歌

会
の
み
な
さ
ん
は
、
社
会
福

祉
事
業
資
金
に
と
金

一
封
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た。

口
口
清
和
国
に
寄
付
口
口

ム
K
氏

雑
誌
二
十
九
冊

ム
中
諏
訪

一
区

間

村
正
久

洋

花

四

鉢

ム

大

村
北
部
詩

吟

会

詩

吟

慰

問

、
チ
リ
紙

一
一
〆
ム
大
村
高
等
学
校
家

¥/  

で
す
。
近
く
の
十
八
銀
行、

親
和
銀
行
、
郵
便
局
を
通
じ

て
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

× 

13.30-15.30 

三 浦幼稚 園 113.30-15.30

大村保 健 所 110.00-15.00! 

竹松本町公民舘110.00-15.00i 

、11月3日は文化の日。この日恒例の市民音楽祭が中央公

民主jで、行なはれました。 この日、中央公民舘は満員の盛

況で、市民のみなさんのひごろの練習の結果が発表され

内容も三曲

コーラス、

バンド演奏

器架合75な

どもりだ く

さんで、た

じっしし、一日

なすごしま

した。一

9.30-12.00 

松 原公 民舘

鈴 田出 張所

1/ 

111月22日

!/ M 

11月24日

M 

× 

松並公民舘 110.00-15.00

9.30-12.00 

13.30-15.30 

諏訪公民舘

萱瀬 出 張所

11月25日

11月28日

11月29日
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庭

科

生

従

石

ケ

ン
二
十
一

個
、
タ
オ
ル
二
十
一
本
、
演

芸

慰

問

ム

K
氏

雑

誌

二

十
四
冊

ム

諏

訪

町
井
上
時

男

西

爪

十

五

キ

ロ

ム

K
一

氏

雑

誌

十

冊

ム

K
氏

雑
誌
二
十
二
冊

ム

原

口
住

宅
石
渡

乙

女

菓

子

器

三
十

六
個

A
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ヲ

プ
収
容
者
全
員
を
鏡
限
、

眼
鏡
十
二
個
、
眼
鏡
修
理
、

目
薬
八
個
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巴
口
口

-
食
品
業
者
の
検
便と
登
録

口
口
口

今
年
度
第
二
回
目
の
食
料

品
製
造
業
、
調
理
業
、
販
売

業
(
行
商
も
含
む
)
の
従
事

者
の
検
便
健
康
診
断
と
食
品

販
売、

行
商
の
未
登
録
者
の

登
録
を
つ
、
ぎ
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
の

で
、
も
礼
な
く
受

診
、
登
録
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。な
お
、
当
日
検
便
で
き
な

い
方
は
母
指
頭
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
の
便

(
当
日
採
便
の
も

の
)
を
マ
ッ

チ
箱
等
に
入
れ

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
大

村
保
健
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い。

昭和33年4月22日第三種郵便物認可大村市政だよ

ム
料
金
検
便
H

一
人
五
十
円

登
録
H

一
件
百
円

ム
日
時
・
場
所

十
一
月
十
五
日

大
村
保
健
所

十
一
月
十
六
日

西
大
村
出
張
所

十
一
月
十
七
日

松
原
公
民
舘

+
一

月
十
八
日

竹
松
出
張
所

(3) 

十
一
月
二
十

一
日

大
村
保
健
所

時
間
は
、

い
ず
れ
も
九
時
三

十
分
か
ら
十
五
時
ま
で
で
す

口
口
口

建
築
法
規
講
習
会を
開
く

口
口
口

建
築
法
規
講
習
会
を
つ
ぎ

の
と
お
り
開
き
ま
す
の
で
関

係
者
や

一
般
の
方
の
参
加
を

希
望
し
ま
す
。

ム
日
時

十

一
月
二
十
五
日

午
後
一
時
か
ら

一一いらない犬はこの箱に一一一|

八

ム
場
所

労
働
会
館
二
階
ホ

ー
ル
長
崎
県
諌
早
土
木

事
務
所
建
築
課
長

ム
内
容
①

一
般
建
築
法
規

②
用
途
地
域
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限

③
補
強

コ
ン

ク
リ

l

ト
ブ

ロ
ッ
ク
造
り

に
つ

い
て

ム
講
師

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

市
公
所
建
築
課

へ
お
た
づ

ね
下
さ

い。

，日程

11月14日市役所 裏
12月14日西大村出張所

1月14日竹 松 出張所
2月14日松原出張所
3月14日 鈴 田出張所
4月14日福重出張所
5月14日 三浦出張所

6月14日 萱瀬 出張所
なお、不用犬を箱に入

れる時は出張所長に申

し出てください。

口
口
口

無
縁
墓
地
の
改
葬

口
口
口

ム
墓
地
の
所
在
地

福
岡
県
三
瀦
郡
筑
邦
町

届
出
先
福
岡
県
八
女
郡
広
川
町

藤
田
共
同
納
骨
堂
建
設
委

ロ貝
A
Z

届
出
期
日

十

一
月
三
十
日

ム
墓
地
の
所
在
地

愛
知
県
岡
崎
市
元
能
町

届
出
先
岡
崎
市
技
術
部
区
画
整
理

課
届
出
期
日

十

一
月
二
十
日

ム
墓
地
の
所
在
地

伊
丹
市
干
憎
字
国
畑
二

届
出
先

、

伊
丹
市
衛
生
部
衛
生
課

届
出
期
日
十
一
月
三
十
日

野犬の横行がめだっています。そ

こで大村市で不用犬の引取り箱を

作り、毎月14日を不用犬引取り 日
とし、いらなくなった犬を引取り

ます。飼育しない犬は野放しない

でこの不用犬引取箱に入れてくだ

さい。

× × 

¥3 

しましょう。
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庄互E司
ミネパァノレの子供達を結核か

ら守るミため、古切手収集運

動が進められています。 7月

から 9月までの聞に次の方か

らたくさんの古切手をおくっ

ていただきま した。あ りがと

うございました。

[>A子さんじ>西小路久保川雅

子さんじ>大村農協職員一同

く3貞怯時計屈従業員一同じ>小

路口北村ノプさんじ>古町喜々

津保則さんじ>杭出津岩永キク

エさん。市民のみなさん、ど

んな切手でも結構です。1JLの

引出 し、家の茶棚にねむって

いる古切手を市役所総務課ま

でお送りください。

旧
軍
人
軍
属
等
の

年
金
一等
支
姶一
処
置
を
改
善

年
金
等
の
支
給
処
置
が
つ
、
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
対
象
者
の
受
付
を
保
険
年
金

課
で
行
な
っ
て
い
ま
t

す。

マ 戦没者の妻に対する
φ 

満年婚 ; 特別給付金支給法関係:
州 金解
学 等 消 マ
徒のによ年昭まよ支の正法
の受よる法和しう給かにの
処給 る 生改三たにさたよ ー
遇権遺 別 正十。なれにり部
改者族再に九 りるも次改

善
に
よ
り
遺
族
給
与
金

の
受
給
者
と
な
る
妻

マ
戸
籍
に
入
っ
て
い
な
い

た
め
従
来
遺
族
以
外
の

者
と
養
子
縁
組
し
た
と

し
て
い
た
者
の
う
ち
今

度
の
改
正
に
よ
り
遺
族

年
金
等
の
受
給
者
と
な

る
妻

マ
死
別
に
よ
り
再
婚
を
解

消
し
今
度
の
改
正
の
遺

族
年
金
等
の
受
給
者
と

な
る
妻

マ
前
に
述
べ
た
「
特
例
に

関
す
る
法
律
」
の
改
正

に
よ
り
特
例
遺
族
年
金

の
受
給
者
と
な
る
妻

る

軍
人
軍
属
の

す

係

対

酌

'
内
地
勤
務
期

に

律

問
中
生
じ
た

族

法

負
傷
疾
病
に

遺

る

の

す

つ
い
て
「
営

等

関

内
に
居
住
す

l
¥
回

』

邑

側

ベ
き
」
及
び

旧

特

「

昭
和
十
九
年

前
の
負
傷
疾
病
に
つ
い
て

は
職
務
関
連
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
を
要
す
」
の
条
件

を
廃
止
し
て
特
例
扶
助
料

又
は
特
例
遺
族
年
金
を
支

給
す
る

今後年末にかけて死亡、重大事故の多発が予想されますので、次の

ことに十分注意し、市民みなさんの協力で大村の町から交通事故を

なくするようつとめましょう。

同訂
正
固
十

一
月

一
日
発
行

市
政
だ
よ
り
で

「旧
軍
人
軍

属
等
の
年
金
等
支
給
処
置
を

改
善
」
の
う
ち

マ
事
実
上
の
継
親
等
の
処
遇

学
童
、
幼
児
を
交
通
事

一
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

一

子
供
の
被
害
事
故
は
親
の
責

任
で
す
。

①
道
路
え
の
飛
び
出
し

②
車
の
直
前
直
後
横
断

③
道
路
上
で
の
遊
ぎ

④
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き

は
絶
対
し
な
い
よ
う
、
さ
せ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う

二
輪
車
の
無
謀
操
縦
は

や
め
ま
し
ょ
う

二
輪
車
に
よ
る
死
傷
が
死
亡

事
故
の
中
で
最
高
の
比
率
を

占
め
て
お
り
、
そ
の
大
半
が

頭
部
の
損
傷
に
よ
る
も
の
で

す。①
酒
よ
い
無
免
許
運
転

②
速
度
の
出
し
過
ぎ

③
無
理
な
追
越
し

こ
ん
な
こ
と
が
事
故
の
原
因

で
す
。
ま
た
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の

着
用
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

の
項
を
次
の
と
お
り
訂
正
し

ま
す
。

マ
戦
没
者
の
死
亡
の
目
が
昭

和
二
十
二
年
五
月
三
日

以

後
で
あ
る
場
合
の
内
縁
の

¥/ 

貨
物
自
動
車
は
安
全
運

転
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

貨
物
自
動
車
は
、
二
輪
車

に
つ
ぐ
死
傷
事
故
率
を
示
じ

て
い
ま
す
。
運
転
者
も
雇
用

者
も
次
の

こ
と
に
注
意
し
安

全
運
転
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う

①
仕
業
点
検
の
励
行

②
発
進
、
後
退
時
に
お
け
る

安
全
確
認
の
励
行

③
過
労
運
転
の
防
止

④
交
通
暴
力
的
違
反
の
追
放

道
路
は
広
く
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
。

違
法
駐
車
、
道
路
の
不
正
使

用
は
道
を
通
り
に
く
く
す
る

ば
か
り
か
、
交
通
事
故
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

①
駐
車
違
反

②
国
道
及
び
市
街
地
道
路
に

お
け
る
長
時
間
駐
車

③
物
件
放
置
及
び
無
許
可
の

道
路
使
用
は
お
互
に
つ
つ

し
み
ま
し
ょ
う
。

継
親
及
び
入
夫
婚
姻
に
よ

る
妻
の
父
母
並
び
に
養
親

で
戦
没
者
と
生
計
を
共
に

し
た
場
合
に
つ
ぎ
の
年
金

等
を
支
給
す
る


